
「半農半Ｘ」講演会の記録 

 

開催日時：２０１６年２月１４日（日）１３：３０~１６：３０（懇親会１７：３０～２１：３０頃） 

会場：龍ケ崎市馴柴コミュニティセンター・多目的ホール 

 （茨城県龍ケ崎市馴柴 ２１－１ ） 

参加人数 ６７名（講師を含む） ワークショップの参加者 ４０名余り 

アンケートの回答数 ３７ 

 ※講演会アンケート及びアンケートの回答をまとめたものは別紙。 

 

■開催の目的■開催の目的■開催の目的■開催の目的 

    講演会とワークショップを通して、龍ケ崎スタイルグリーン・ツーリズムの１つの特徴として掲講演会とワークショップを通して、龍ケ崎スタイルグリーン・ツーリズムの１つの特徴として掲講演会とワークショップを通して、龍ケ崎スタイルグリーン・ツーリズムの１つの特徴として掲講演会とワークショップを通して、龍ケ崎スタイルグリーン・ツーリズムの１つの特徴として掲

げている、半農半Ｘというライフスタイルのイメージを地域の方々に理解していただく、自分のやげている、半農半Ｘというライフスタイルのイメージを地域の方々に理解していただく、自分のやげている、半農半Ｘというライフスタイルのイメージを地域の方々に理解していただく、自分のやげている、半農半Ｘというライフスタイルのイメージを地域の方々に理解していただく、自分のや

りたいこと（ミッション）および地域の資源に関心を持っていただく。りたいこと（ミッション）および地域の資源に関心を持っていただく。りたいこと（ミッション）および地域の資源に関心を持っていただく。りたいこと（ミッション）および地域の資源に関心を持っていただく。 

 

■■■■講演会及びワークショップ・懇親会の概要講演会及びワークショップ・懇親会の概要講演会及びワークショップ・懇親会の概要講演会及びワークショップ・懇親会の概要 

１３：３０１３：３０１３：３０１３：３０    主催者あいさつ主催者あいさつ主催者あいさつ主催者あいさつ 

１３：４０～１５：００１３：４０～１５：００１３：４０～１５：００１３：４０～１５：００    塩見直紀さん塩見直紀さん塩見直紀さん塩見直紀さん    講演講演講演講演 

「茨城県では半農半Ｘについて初めて話す。八王子市にはかつて半農半士で通常は農業をしながら、

戦時は武士の集団があった。農業をしながら医者をしたり、アートをしたりするなどの生活をしてき

た人がいる。漁師なら半漁半Ｘもあり、ＩＴ会社が半Ｘ半ＩＴで社員募集をして、多くの応募がある。

半農半Ｘと同じような考え方で取り組んでいる人たちに、里山資本主義、コミュニティデザイン、パ

ーマカルチャー、ＦＥＣ自給圏、合気道（武農一如）の人たちがいる。組み合わせの中に世界を変え

る魔法がある。本日は、皆さんのアイデアがたくさん生まれる講演、ＷＳとしたい。 

 私は１９６５年、京都府綾部市生まれ、兼業農家（米、茶）、祖父は養蚕、父は教員、小学校の同

級生は９人、里山の暮らし、３反の田を耕しながら、一人で２０００年から半農半Ｘ研究所をやって

いる。綾部市は人口３万人、京都駅から特急で１時間、グンゼの発祥地（女工さんを大事にする）、

ものづくりのまち（１部上場２社）、大学卒業後、環境問題に取り組んできた。たどりついたのが半

農半Ｘの考え方。屋久島在住の作家、星さんの半農半著がヒントとなる。半農半Ｘのコンセプトの特

徴は、見た人が完成させる、２次創作ができること。農業は、広くてもベランダ程度でもよく、時間

も長短を問わない。２００２年に青年帰農について農文協の甲斐編集長に頼まれて原稿を書く。２０

０３年に「半農半Ｘという生き方」を出版、２０～３０歳代の若者に多く読まれて、反響があった。

半農半Ｘは理想的な生き方に見えるかもしれないけれど、とても現実的な生き方、島根県が半農半Ｘ

を４年前から取り入れてくれる。 

 台湾で、半農半Ｘの翻訳本が２００６年に出版され、副題に、自然に従順で、天賦を実践する、と

書かれる。中国では、環境問題Ｘ食品安全との副題、昨年は、韓国で出版された。plain living, high 

thinking ワーズ・ワースに近い考え、現在は、多くの人が、田もつくらないし、詩もつくらない、

しかし、これからは田も作り、詩も作ろう。これは八代町の標語になる。仏教の自己究明と他者救済、

古代ローマでは、パンとサーカス（見世物）が民衆に与えられて、ローマ文明が滅びる。これと反対

のことをしようとするのが半農半Ｘ。中国人は、成功すると大きな自動車を乗りたがるが、日本では

豊かな社会になり、現在は、大きな車より軽自動車がはやる。食は基本で、農業は必須。人には、生



き甲斐が必要。大和言葉の種、た（高く、たくさん）、ね（根っこ、根源）の両方を大事にする。Ｘ

の１本は自分、もう１本は社会、それがクロスすることが大事。無縁社会では２本が並行で交わらな

い。アイデアは組み合わせから生まれる。 

 トヨタ財団から助成を得て、綾部市内の１９６自治会の地域資源調査と見える化などに取り組んで

いる。自分資源×地域資源、まちづくりを１５年行ってきた。先人の知恵Ｘと若い感性の組み合わせ

が重要。リスペクト（尊敬）×インスパイア（鼓舞）。古いものと古いものを組み合わせると新しい

ものが生まれる。成長戦略としての国家ビジョンは１人研究所から生まれる。半農半社会企業家が増

えるとよい。稼ぎつつ、家庭を築きつつ、・・、未来イメージ、分野ＡＢＣの３つをきわめる。１人

１研究所で関心のあるテーマに皆が取り組むのが良い。１集落に１デザイナーがいると町が良くなる。

内村鑑三は、３３歳の時、「我々は何をこの世に遺して逝こうか、金か事業か、思想か、・・・」と残

す。 

 

１５：１０～１６：３０１５：１０～１６：３０１５：１０～１６：３０１５：１０～１６：３０    ワークショップワークショップワークショップワークショップ 

 講演後、６０名余りの参加者の内、３分の１の方が帰られましたが、４０名余りが５人づつ８テー

ブルに分かれて、席の交代を３回して、９０分間のＷＳを行いました。各自が３分ほどの制限時間内

に、自分の長所、住んでいる地域の良いところ、死ぬまでに成し遂げたい夢などを１０項目書くよう

に求められ、それをグループ内で１分半の持ち時間で相互に紹介していきました。３つのテーブルで

いっしょになった参加者が、どんな人で、何を求めて今回参加したのかがおぼろげながら分かりまし

た。 

 

１７：３０～２１：３０頃まで１７：３０～２１：３０頃まで１７：３０～２１：３０頃まで１７：３０～２１：３０頃まで    懇親会懇親会懇親会懇親会 

 午後４時半で講演会を終了して、農家民宿半兵衛に移り、５時半から９時半頃まで講師を囲んでグ

リーンツーリズム協議会のスタッフメンバー５人と地元の２人の８人で懇親会を行いました。綾部市

には若い移住者が増えて、住まいとなる空き家が不足しているとのこと、空き家だらけの龍ケ崎市の

農村部から見るなら羨ましい限りです。生活を大事にして地方住まいを選択する若い人が増加してい

るのは間違いがないようです。受け入れ先の地域に問題を起こすような移住者かどうか、人を見極め

ることが大事というアドバイスが、印象に残りました。 

 

■結果■結果■結果■結果 

    講師の落ち着いた話し方とその人柄により、参加者は講演に集中していた。回収したアンケート講師の落ち着いた話し方とその人柄により、参加者は講演に集中していた。回収したアンケート講師の落ち着いた話し方とその人柄により、参加者は講演に集中していた。回収したアンケート講師の落ち着いた話し方とその人柄により、参加者は講演に集中していた。回収したアンケート

結果から、半農半Ｘというライフスタイルのイメージは参加者に十分に伝わったものと判断できる。結果から、半農半Ｘというライフスタイルのイメージは参加者に十分に伝わったものと判断できる。結果から、半農半Ｘというライフスタイルのイメージは参加者に十分に伝わったものと判断できる。結果から、半農半Ｘというライフスタイルのイメージは参加者に十分に伝わったものと判断できる。

ワークショップへの積極的な参加により、それぞれの住む地域の資源に目を向け、参加者それぞれワークショップへの積極的な参加により、それぞれの住む地域の資源に目を向け、参加者それぞれワークショップへの積極的な参加により、それぞれの住む地域の資源に目を向け、参加者それぞれワークショップへの積極的な参加により、それぞれの住む地域の資源に目を向け、参加者それぞれ

のミッションの片鱗を掴むきっかけとなる講演会となった。のミッションの片鱗を掴むきっかけとなる講演会となった。のミッションの片鱗を掴むきっかけとなる講演会となった。のミッションの片鱗を掴むきっかけとなる講演会となった。 

    また、講師との懇親会では当準備会の熱意も伝わり、１年後に講師に当準備会の活動実績また、講師との懇親会では当準備会の熱意も伝わり、１年後に講師に当準備会の活動実績また、講師との懇親会では当準備会の熱意も伝わり、１年後に講師に当準備会の活動実績また、講師との懇親会では当準備会の熱意も伝わり、１年後に講師に当準備会の活動実績を見てを見てを見てを見て

いただくために龍ケ崎市に再度足を運んでいただく運びとなった。いただくために龍ケ崎市に再度足を運んでいただく運びとなった。いただくために龍ケ崎市に再度足を運んでいただく運びとなった。いただくために龍ケ崎市に再度足を運んでいただく運びとなった。 

 

※当日資料（レジュメ２枚、ワークショップシート、ローカルビジネスちらし）は別紙。 

 

 

 

 



■当日の写真■当日の写真■当日の写真■当日の写真 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


